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活選好度調査によると、15 歳以上 50 歳未満で子どものいる女性の 60％以上が自分の親を
頼り、次いで公的な子育て支援サービスを頼っており、子育て世代における祖父母の存在
の重要性がうかがえる。また、NHK で放送されている「すくすく子育て」の調査による
と、実際の子育てのサポート者は妻の父母 57％、夫の父母 44％、保育所 30％であり、上  
 











人文科学・社会科学編 第 3号 2020 
杉山 佳菜子，地域による子育て支援としての孫育ての可能性 
記の結果と同様の傾向が示された。さらに、子育て世代の“頼りにしている人”の調査で
は妻の父母 50％、友人 13％、夫 10％という結果であり、子育てをしている娘を持つ祖父
母世代が最も孫育てで活躍していることがうかがえる。  



























































  ＮＨＫ番組学術利用トライアルを利用し、「すくすく子育て」の 2003 年４月 11 日～
2018 年 9 月 22 日放送分の全 677 回の放送の中から、「質問スペシャル」などの視聴者か



















































































した県内在住の 44 歳～83 歳までの（平均年齢 68.6，SD＝8.16）の 71 名（男性 29 名、
女性 42 名）。年齢と性別の分布を表１に示す。  
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 





























が 31 名（43.7％）と最も多く、次いでほとんどしていない者が 14 名（19.7％）と多かっ
40代 50代 60代 70代 80代 不明 合計
男性 0 0 8 14 5 2 29
女性 2 7 17 13 2 1 42









男性 2 3 7 14 3 29
女性 8 6 7 17 4 42






























 親子関係について質問した 10 項目（表４）について、杉山（2009）に従って、合計得
点を算出し、親子関係得点を（α＝.788）算出した。親子関係得点は 50 点満点で、得点が
高い方が親子関係がよいとなる。 
人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）
関わる必要はない 7 (9.9) 2 (2.8) 3 (4.2)
孫が必要とすれば 10 (14.1) 6 (8.5) 14 (19.7) 18 (25.4) 11 (15.5)
親が必要としなくても 2 (2.8) 7 (9.9) 14 (19.7) 18 (25.4) 30 (42.3)
親が必要とすれば 48 (67.6) 48 (67.6) 36 (50.7) 29 (40.8) 26 (36.6)
孫が必要とすれば
　／親が必要とすれば
3 (4.2) 4 (5.6) 3 (4.2) 2 (2.8) 1 (1.4)
孫が必要とすれば
　／親が必要としなくても




無回答 3 (4.2) 1 (1.4) 2 (2.8) 2 (2.8)
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本研究の親子関係得点は 22 点～50 点で分布し、平均値は 40.23（SD＝5.09）であっ
た。表４の平均値からもわかるように、ほとんどの調査協力者が親子関係を肯定的に捉え




度数 最小値 最大値 平均値 (SD)
１．現在の子どもとの関係に満足している 53 1 5 4.25 (0.83)
２.子どもとは頻繁に連絡をとっている 53 1 5 3.68 (1.11)
３.子どもとは頻繁に会っている 52 1 5 3.27 (1.27)
４.子どもは自分に困ったことがあった時は、よいアドバイスをくれる 54 1 5 3.80 (0.92)
５.子どもは何かあると、自分に助けを求めてくる 54 1 5 3.50 (0.95)
６.子どもの存在は精神的な支えである 54 2 5 4.20 (0.81)
７.子どもは自分に何かあった時には、精神的な支えになってくれる 54 1 5 4.20 (0.83)
８.人間関係において、子どもとの関係は重要である 54 3 5 4.52 (0.61)
９.子どもとの思い出（エピソード）はよいものである 54 3 5 4.56 (0.60)
10.自分と子どもとは対等な関係である 54 2 5 4.22 (0.90)
表４　親子関係項目と平均値
度数 最小値 最大値 平均値 (SD)
１．あなたは人生が面白いと思いますか。 60 2 4 3.13 (0.39)
２．過去と比較して、現在の生活は 60 2 4 3.17 (0.49)
３．ここ数年やってきたことを全体的に見て、あなたはどの程度幸せを
　　感じていますか。
60 2 4 3.15 (0.44)
４．ものごとが思ったように進まない場合でも、あなたはその状況に
　　適切に対処できると思いますか。
60 2 4 3.60 (0.53)
５．危険な状況（人生を狂わせるような）に出会ったとき、自分が勇気を
　　持ってそれに立ち向かって解決していけるという自信がありますか。
60 2 4 2.85 (0.61)
６．今の調子でやっていけば、これから起きることにも対応できる
　　自信がありますか。
60 2 4 2.98 (0.50)
７．期待通りの生活水準や社会的地位を手に入れたいと思いますか。 60 1 4 2.68 (0.54)
８．これまでどの程度成功したり出世したと感じていますか。 59 1 4 2.83 (0.50)
９．自分がやろうとしたことはやりとげていますか。 60 2 4 3.25 (0.47)
*10．自分の人生は退屈だとか面白くないと感じていますか。 60 1 3 1.97 (0.64)
*11．将来のことが心配ですか。 60 1 4 2.45 (0.62)
*12．自分の人生には意味がないと感じていますか。 59 1 4 1.78 (0.72)
13．自分がまわりの環境と一体化していて、欠かせない一部である
　　という所属感を感じることがありますか。
60 1 4 2.72 (0.61)
14．非常に強い幸福感を感じる瞬間がありますか。 60 2 4 3.03 (0.52)
15．自分が人類という大きな家族の一員だということに喜びを
　　感じることがありますか。
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合計得点を算出し、主観的幸福感得点（α＝.834）を算出した。親子関係得点は 60 点満点
で、得点が高い方が親子関係がよいとなる。本研究の主観的幸福感は 33 点～56 点で分布
し、平均値は 44.67（SD＝4.57）であった。平均値で主観的幸福感の高群（39 名）と低群























































関わる必要はない 0 2 2 1 5
孫が必要とすれば 3 0 3 1 7
親が必要としなくても 0 0 1 1 2
親が必要とすれば 12 7 10 12 41








関わる必要はない 0 0 1 1 2
孫が必要とすれば 2 1 0 0 3
親が必要としなくても 3 1 0 1 5
親が必要とすれば 9 6 14 13 42
合計 14 8 15 15 52
表７　共働きの場合の回答分布
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関わる必要はない 0 1 0 1 2
孫が必要とすれば 3 3 2 1 9
親が必要としなくても 4 1 5 3 13
親が必要とすれば 8 4 9 10 31








孫が必要とすれば 5 4 2 3 14
親が必要としなくても 3 4 5 4 16
親が必要とすれば 7 1 9 6 23








孫が必要とすれば 3 2 1 2 8
親が必要としなくても 4 4 12 3 23
親が必要とすれば 7 3 4 10 24
合計 14 9 17 15 55
表10　育児能力に不安がある時の回答分布
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The Potentiality of the Regional Support for 
Grandparents Rasing Grandchildren： 
Examination into the Parent-Child Relationship  
and Well-Being 
 
Kanako SUGIYAMA , Mayuko OGAWA , Itsuko SAKAKIBARA 
 
Abstract 
This study has two investigations. The 1st study examines parents’ troubles of 
parenting by TV program. It’s shows necessity of the grandchild bringing up as the 
parenting support by the area. The 2nd study examines 71 grandparent that generations 
participated in the study. As a result most grandparent generations have the thought 
that bringing grandchild up should be done when the parent of the grandchild needs it. 
In addition, well-being may have an impact on grandchild bringing up. 
 
Keywords：Grandchild bringing up，Parent-child relationship, Well-Being, 
Grandparent generations，Parenting support 
